
（注）	 １．よ　り　方	 ラングよりはＬで，普通よりはＯで表す。

	 ２．よ り 方 向	 �Ｚよりの場合は表示せず，Ｓよりの場合のみＳで表

す。

	 ３．めっきの有無	 裸の場合は表示せず，めっきの場合のみＧで表す。

	 ４．	 �黒ロープグリースはＣ，赤ロープグリースはＯで表す。

	 	 �ただし，めっきロープの場合はＯを省略する。なお，

スリップ防止用グリースの場合はＶ，漁業用はＴで

表す。

❸ 種別（破断力）
　Ｅ種，Ｇ種，Ａ種，Ｂ種，Ｔ種又は破断力kNで表す。

❹ ロープ径
　ロープ径はmmで表す。

❺ 長　　さ
　１条（１丸）の長さはｍで表す。

❻ ロープの表示例
①�19本線６より，普通Ｚより，裸，赤ロープグリース，Ａ種，ロープ径20mm，

長さ500ｍ，２丸は，

　　　　　　　　6×19　O/O　20mm　Ａ種　500ｍ×2

②�37本線６より，普通Ｚより，めっき，赤ロープグリース，Ｇ種，ロープ径16mm，

長さ200ｍ，５丸は，

　　　　　　　　6×37　G/O　16mm　Ｇ種　200m×5

③�フィラー形29本線６より，ロープ心入り，ラングＳより，めっき，黒ロープ

グリース，Ｂ種，ロープ径30mm，長さ1500ｍ，１丸は，

　　　　　　　　IWRC 6×Fi（29）  GC/LS　30mm　Ｂ種　1500ｍ×１

� ロープの分類

❶ 構成による分類
　ロープの種類は非常に多く，ストランドの数と形，ストランド内の素線の数と

配置などによって分類されます。その詳細は表3�7 分類表をご参照下さい。
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